
























































































































































































































































































































































1958 1 9 6 0
健堅一→那覇（軍作業）－→一番街（靴）
1955 1 9 7 0
健堅一→嘉手納（軍作業）－→一番街（衣料品）


































？ 1 9 5 5 1 974
大堂一→那覇（靴屋従業員）－→一番街（衣料品）－（喫茶店）
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本部町 外 の 知 人 0 人 （ 0 ％ ）


































































































業 種 本部町出身者 沖縄市出身者
衣料品
紳士服
呉服
婦人服
子供服
小物類
ジーンズ
生地
靴
かばん
玩具
雑貨
瀬戸物
ゲーム
喫茶
飲食
化粧品
レコード
本
アクセサリー
薬
瀬戸物
理容
パン菓子製造
2店
4
3
７
１
２
１
２
２
１
２
２
３
１
１
店１
１
２
１
１
１
１
１
４
２
１
１
１
１
２
１
１
１
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なっており、婦人服を含めた衣類関係だけで、全体の67％に達している。これに対して地元出
身者の店は、衣類関係はわずかに2店で、本部町出身者とは異なっている。地元出身者の店は
喫茶店4店を筆頭に多様な種類の店に広がっている。このように本部町出身者は衣類関係に特
化しているのに対して、地元出身者は衣類関係以外に従事しているというように、出身地によ
る商店の業種構成は比較的明瞭に分かれている。
3）一番街の再開発と本部町出身者
現在、沖縄市の中心商業地区は、一番街、中央パークアベニュ、サンシティ、保健所通り、
空港通り、胡屋大通りの商店街からなっている。その中で、一番街は、中央パークアベニュと
空港通り、胡屋大通り、保健所通りに囲まれた、面的な広がりを持つ商店街で、中央パークア
ベニュや空港通りが外国人を相手にした商店街の色彩を持つのに対して、一番街は地元民を相
手にした商店街として発展してきた。しかし、郊外型ショッピングセンターや那覇への消費者
の流出など、商業環境の変化はこの地区の商店街を停滞させてきたため、魅力ある商店街に脱
皮せざるをえない状況にあった。
1974年4月コザ市と美里村が合併して沖縄市となったのを機会に、それまでのゴヤ中央商店
街を「沖縄市一番街」と名称を変更した。そしてこの沖縄市一番街商店街振興組合として法人
組合となり、アーケードおよびカラー舗装の近代化施設の建設に向けた商店街の近代化に取り
組むことになる。最初に準備委員会が設立され、その後発起人会に切り替わり、1974年5月27
日の創立総会で施設の建設が承認され、また発起人会はそのまま理事になった。アーケードお
よびカラー舗装は、延長約500m、面積3300㎡の市道で、1975年11月に完成した。工事費は約
5億円で、そのうち国、県の高度化資金80%、自己調達20%、ほかに高度化対象外に沖縄市よ
り補助金があった。
沖縄県で初めてこうした商店街の近代化施設が完成したのは、商店街の結束力が強かったこ
とであり、その主力は本部町出身者であった。発起人10人のうち、7人は本部町出身者であっ
た。また当時の市長（夫人が本部町崎本部出身）や議長（健堅出身）が本部町関係者であった
ため、大きな理解が得られたことも幸いしていた。その後一番街の周りのパークアベニュやサ
ンシティで、アーケードおよびカラー舗装などの近代化施設の建設が進められてきた。
5．結び
本論は沖縄の都市の中心部に視点をおき、都市の商業中心地区に転入してきた同郷人たちが
商業地区形成に如何に係わってきたかを考察するもので、基地の町として特異な都市形成をし
てきた沖縄市の中心商業地区にスポットを当て、沖縄本島北部の本部町出身者との係わりから
考察した。これまで明らかになった諸点を要約すると以下の通りである。
l.戦後、米軍基地との係わりから生まれた沖縄市は、その基地建設の過程で沖縄各地のみ
ならず奄美、日本本土、アメリカ、フィリピンなど、各地から建設業者や建設作業員それに稼
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得を求めて集まってきた人たちなどが混住している都市である。沖縄市はこのような性質を持
った都市であるため、外からの転入者を容易に受け入れられる下地が生まれていた。
2．沖縄市の中心商業地区は、軍用地の開放によって、変化してきた。すなわち、最初は嘉
間良やコザ十字路であったが、現在の一番地あたりが開放となり、都市計画によって住居や商
店が建てられてきた。当時一番街あたりの都市計画の測量技師であったのは、本部町大浜出身
であったため、この人の紹介によって、一番街に移った人もあり、本部町出身者が集まる一つ
のきっかけにもなった。
3．本部町出身者の結束は強く、1967年には「コザ市本部郷友会」が結成され、会員は約1000
人を擁した。本部全体の郷友会組織ができる前提になったのは、各字の郷友会の結成である。
郷友会は行事を通しての親睦や相互扶助をはかってきた。字の強いつながりは同種の職業集団
ともなって現れていた。
4．一番街で現在商業を営んでいる113人中で、49人が本部町出身者かあるいは本部町出身
の親を持ち、本人は本部町以外で生まれ育った人である。後者を除く本部町出身者30人のうち、
約半分の13人は健堅出身で、他は3人以下で、健堅が顕著である。
5．本部町を出て一番街までの移動経路には、①本部町一>沖縄市嘉間良・十字路一>一番
街､②本部町一>沖縄市以外→一番街､③本部町一>一番街の3つのパターンが見られるが、
その割合は3分の1づつである。
6．郷里を離れて最初に落ち着いた土地で、最初に頼った人は、親・兄弟、親戚の割合が多
い。また仕事の面でも最初に世話になったのは親・兄弟、親戚の割合が多い。しかし同郷人に
世話になった人も少なくなく、地縁・血縁関係が濃密である。一番街に移って商業を営むとき
に頼った人は、郷里を離れてから知合った人もあるが、大きな割合を占めるのは、親・兄弟、
親戚それに同郷人である。
7．一番街のなかで、本部町出身者の商店は、商店街の中ほどに集中している。また扱って
いる商品は衣類関係が全体の67％を占め、地元（沖縄市）出身者とは分かれている。
8.1975年に一番街のアーケードおよびカラー舗装の近代化施設が完成したが、沖縄でこう
した施設がいち早く完成したのは、商店街のまとまりが強かったことが挙げられる。その主力
になったのは、本部町出身者で、発起人の10人のうち7人は本部町出身者であった。
本稿は筆者が沖縄を離れ、福岡県久留米市に移った後に調査を行ったもので、限られた時間のなかでの
調査であったが、沖縄在職中から懇意にしていただいていた方々の協力によってまとめることができまし
た。多くの方々にお世話になりましたが、とくに沖縄市役所粟国安雄氏、瀬底郷友会の大城義雄氏、一番
街の玉城嘉蔵氏、荻堂哲夫氏、その他一番街で商業を営んでおられる本部町出身の方々に深く感謝の意を
表します。また、時間をさいて調査に協力をしていただいた浦添商業高校教諭の仲田邦彦氏に記してお礼
申しあげます。本研究は平成5年度文部省科学研究費補助金、総合研究(A)「社会集団の変容と新しい
社会空間の編成」（代表者：高津斌彰課題番号04301092)の一部である。
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注
l)現在、沖縄で使用されているシマという言葉は、行政の単位としての意味はなくなっているが、高良
倉吉(1985)によれば、古琉球においては最小の行政単位としてのシマがあり、シマをいくつかくくっ
て間切を構成していた。近世に入り、シマは「村（むら)」に呼称が変わり、間切・村制度となった。
2）沖縄本島北部の国頭村佐手出身者は、1960年に那覇市において35人を数えたが、その居住地の分布を
みると、那覇市の与儀に最も多く集まっており、与儀に隣接した寄宮、国場を併せて全体の半数以上が
集まっていた。このあたりは元々の市街地の縁辺部であった。また、大工の仕事に従事している人が約
3分の1の13人を数え、職業集団を形成していた。大工に従事している人の居住地の分布をみると、13
人のうち9人が棟梁の居住する寄宮付近に集中していた。
3）沖縄本島の南部の糸満市から中部の石川市までは、市街地がほぼ連続した都市地域を形成している。
筆者はこの都市地域を沖縄コナーベーションと呼ぶ。沖縄コナーベーションは13市町村で構成され、人
口総数は約80万人（沖縄県人口の67％）となっている。
4）七グリケーション(Segregation)研究については、Boal(1987)が従来の研究を整理している。そ
のなかでセグリケーションには、居住地のセグリケーション(ResidentialSegregation)と活動のセグ
リケーション(ActivitySegregation)があるとしている。
5）沖縄に居住しているインド人は169人(1988年）で、その居住地は米軍基地に依存したテーラーの仕
事と関係することから、嘉手納基地を控えた沖縄市とそれに隣接した北中城村に集中している。復帰前
は、ほとんどのインド人はテーラーの会社の従業員であったが、復帰後は独立して、テーラーやギフト
ショップの店を経営している。その分布は、嘉手納米軍基地の第二ケートの前の空港通りに集中してお
り、若干はパークアベニュに見られる。インド人たちは、沖縄インド人会を結成しているほか、北中城
村の居住地区である泡瀬にヒンズー寺院を建設して、インド人コミュニティの核としている。
6)1983年現在、本部町における共同店は7共同店あり、そのうち伊豆味は戦前からの字の直接経営の共
同店で、具志堅、新里、備瀬、山川、浜元の共同店は、戦後設立された字の直接経営による共同店であ
る。また崎本部は任意による共同店となっている。
7）軍作業員とは米軍に雇用された労働者のこと。軍関係労働組合が結成された後は、米軍基地で働く
人々を軍作業員から軍労働者へと意識を高揚させ、「軍作業員」に代わって「軍雇用員」と呼ばれるよ
うになった。
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